
 

 

 

                         AED（automated external defibrillator） 

                        とは、自動体外式除細動器で、突然心臓が

正常に拍動できなくなった心停止状態の

心臓に対し電気ショックを行い、正常な 

リズムに戻すための医療機器です。 

AED には、心電図を自動的に解析し、電気

ショックに必要なエネルギー量を自動的

に設定する機能があり、不慣れな市民であ

っても、迅速かつ安全に電気ショックを行

うことができます。 

 

 

 

年間おおよそ 7万人が亡くなる心臓突然死。救急車の到着を待つより一刻も早く救命する

ことが必要で、その後の生存率を左右します。そのため、2004年に AEDの使用を医療関係者

や救急救命士ばかりではなく、‘特別な資格が要らず、音声指示に従えば誰でも使える’  

ことで、一般市民にも認められました。しかし、誰かの目の前で心臓発作を起こし倒れた人

に対し、AED が使われたケースはわずか 3.7 ％（総務省の調べ）と AED 使用が非常に低く、

活用しきれていないのが現状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目の前で人が倒れたら、駆け寄って声をかけましょう。そして、人(119 番通報)とモノ(AED)

を集め、救命処置をはじめます。AED は電源を ON にし音声に従うことが最も重要です。   

電気ショックが必要かどうかは AEDが判断してくれます。あなたの勇気ある行動が一つの命

を救います。 

 

 

 

 

文責 ； 救急看護認定看護師  村中 恵美 
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心肺蘇生法の普及は、単に救命率の向上を図るだけでなく、安心して生活できる町づくりの推進となります。 

学校や地域への救命処置教育や指導のお手伝いをさせて頂きますので、気楽にご相談ください。 


